
⽩⽶しか⾷べない・・・野菜は⾷べない︕など⾷べ物への「こだわり」
や「好き嫌い」は、お⼦さんのワガママと考えられることが多く、また、
「お⺟さんの関わり」の問題として指摘されることも多いです。
本当にワガママなのでしょうか︖関わりだけの問題なのでしょうか︖
地域ケアサポート研究所から⽩⿃芳⼦先⽣を招き、⼦どもたちの
発達と「⾷べる」を知るための勉強会を開催します。
⾷べること、話すこと・・・など、⼝は幸せにつながる⼤切な器官の
⼀つです。そして⼝は、味を感じ、温度を感じ、モノの形を感じるなど
繊細な感覚を持つ場所です。
この勉強会を通し、⼦どもたちの偏⾷と⼀⼈⼀⼈の発育の関わりを、
参加者の⽅々に知っていただき、「⾷べる」が気になる⼦どもたちの
育ちを共に考えていければと思います。

⼦どもの偏⾷ 勉強会
〜気になりませんか︖⾷べ物へのこだわりと好き嫌い〜

共催 東久留⽶市地域⾃⽴⽀援協議会
発達⽀援サークル で・こぼ
東久留⽶市障害福祉課

講師 ⽩⿃ 芳⼦先⽣
（地域ケアサポート研究所）

⽇時 12⽉6⽇（⽊曜⽇）
9時30分〜11時30分

場所 市⺠プラザホール
（東久留⽶市役所1階）

費⽤ 無料（定員 100名）

発達障害など育ちが気になる⼦どもに寄り添う勉強会

問い合わせ連絡先 東久留⽶市障害福祉課 042 - 4 7 0 - 7 7 4 7

※ ⼿話通訳あり

※事前の参加申し込みは不要です。


